
















































県 政市 個答市区の規模分布(単位:万人) r一
耳石令区 回回対 313 5110 20130 不 収
象答 答象 未| 111 |以 明計 率
数数 市数 満 5 10120 30上 % 
北海道・東北 71 6 21 94 1 お 幻 12 61 6 82 m 
関東 71 6 11 17 1 10 38128 8115 -1 15 8 
中部 91 6 01 132 7129 36113 51 9 21 12 85 
近畿 71 5 2 96 1 4 13147 181 9 10 71 174 
中国 51 2 01 48 15130 幻 18 31 6 -1 3 69 
四国 41 4 -1 30 13152 131 9 41 9 23 7 
九州・持縄 81 6 2 90122 29129 4 1 4 713 68176 
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置 40-00 4110 7 4釘
耳ド
)}IJ 印-00 ~I 3 31 2 4114 
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区 80- 、。212 6111 
数
不明 01- 61 9 
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主 o 120 40 ω 0 不 平 トー 「ーー ー 児生徒童1 1 1 明 均 最最
く m 40 ω 0 値 大 割合
北海道・東北 7137 幻 16 21 1 43 35 57 0.87 
関東 10 38 3 10 713 4 幻 67 0.72 
中部 10 26 29 15 13 7151 17 75 0.61 
近畿 1 1 6 10 17 42 M 81 5 !li 0.67 
中国 21 21 30 9115 3144 31 74 0.5 
四国 4117 30 17 26 4ω 54 89 0.73 
九州・沖縄 10 M 29 10 6 pO 45 3 7 0.54 






















ミz。a 40 関 80 不 平 市
i明 均 区
~ く a 40 ω 80 値 数
-3万人 18 38 M 1 21 7 40 45 
3万一5万人 1 26 26 18 12 7151 129 
5万一10万人 5117 39 13 15 1 57 186 
10.万一a万人 7幻 2 10 19 6151 91 
a万一30万人 古 4034 6111 3147 35 
30万人一 13 46 15 13 13 43 M 
不明 4 














4司場窃糧自特蘇学級緩頬 中畑置也欄学級醐 i 
精神噂弱 緒陣書情




Jt海道・東北1叩 76笥 39142 210 -19自51忽 7123 131 4 
関東 ∞羽 76141 141 7 9 9149 1 14 41 5 41-1 
中部 宮717175幻 初 631 1 96臼 81 8 512 14 
近lI! 田 8656142 お 4761 1 ∞羽 143J おお 11-
中国 1ω 苅 8 :>51 9 1513 -1∞ 5815 181 6 313 
四国 ∞91 65泊 217 96135 417 13 9 -1 4 
丸刈ー 持縄 9幻 ω18 61 2 312 9315 71 4 3 21 71 






























1全校設置カ漫ましい 7110 79178 。
2増やすことカ号室ましい お 1842 142 31 3 
3.償ばい地税くと恩われる 42149 49155 81 1 
4.減ると恩われる お 1852157 141 3 
5.市首I村の方針による 101-
不明 51 5 54155 















精神薄弱特殊学級 75 78 
情緒障害特殊学級 59 臼
震基障害特殊学級 28 18 
難聴学級 15 14 
病弱虚弱学級 717 
弱視学級 913 



















































金松意揮まではい均、なくても、制止更に設置校を増やしたい 51 3 
設置校数は今後横這い状況方税くと予想される 91 1 
設置校教は今後、減ると予怨される 151 2 
l校の申に複数学級の精神穂弱特殊学級を設置したい 。
l校の中に精神薄弱特殊学級と情緒障害特殊学級を市普に設置したい 01 2 

























設置校教は今後減ると予想される 41 1 
1校の中に複数学級の情緒障害学級を設置したい 。
l校の中に情緒障害学級と精神輔硝舵一緒4こ設置したい 11 2 
l校の中に情緒障害学級と登校拒否学級を一緒に設置したい 。
市町村の方針によるので、どちらともいえない 20ー














冨語 4噛鱒 中蝉構 1
項目
県市 県市 .市
今畿、鍛軍放を増やしたい 21 1 01 1 01 1 
投置校教は今後償還吋剣財頓くと予怨される 1~ 1 5 1916 11 51 
股置校教は今後減ると予想される 1 0 210 21 0: 
l校回申に複数学級{言語のみ叫税理事のみ}設置したい 。。。
I校町中に鱒鰭学級と言語偉書学織を一緒に設置したい 01 1 21 2 011 i 
司預I村田方針による白で、どちらともいえない 181-15 16一|
その他 21 0 21 0 41~ 

























設置校数は今後横這い状況カ貌くと予想される。 610 414 
設置校数は今後減ると予担、される. 210 4 I 01
l校に複数の肢体不自由又は弱視学級を設置したい 。。
市町村の方針によるので、どちらともいえない 1 15 
その他 71 3 510 















病弱農弱学級設置校数は今後横這い状況均時売くと予怨される 6 i 2 
←一






























設置率 国 通 巡 国 遥 巡
定 級 回 定 級 回
中 制 制 制 制 制 制
精神薄弱特殊学級 9 98 98 91-<J1 71-
情緒障害特殊学級 73 50 85 26 1188 17 
言語障害特殊学級ー 7413 51 75 1138 75 3 
難聴学級 34 13 51 68 1154 M 3 
病弱虚弱学級 詑 1 93 9 2195 9 2 
弱視学級 6 2147 59 3146 M 






























中 全 小 中 全 中 全
北海道・東北 63 52 59 4 3幻104s1 trl 
関東 52 5 53 25 4117 π 6172 
中部 52 M 53 10 218 63 5 61 
近書量 s1 56 57113 9112 68 6 m 
中国 46 52 48 13 219 58 日 5 
四国 6 48 59 18110 15183 5 73 
九州・対縄 4 42 4 151 1 10161 43 54 


































最 最 平 最 最 平 最 最 平
大 均 大 均 小 大 均
北海道・東北 17 49 35 0113 5 9138 お|
関東 18 31 26 2 9 5114 M 20~ 
中部 1 135 18 。8 4 0132 山
近畿 0132 15 0担 1 0132 14 
中国 0122 18 。6 2 0117 12 
四国 6141 19 3150 16 6143 19 
九州・対蝿 0143 18 0111 3 0134 14 
全体 0149 23 0150 6 0143 18 
表17 各種特殊学級別の全児童生徒数に対する
通級・巡回制特殊学級児童生徒数の割合
市区}11..割合分布% % 間 1聞
主 。20 40 60 ω 富十平ト会ー{%」
均 費量 最
〈 20 40 60 80 値 大
精神輔号 94 3 l∞ 410 861 
情緒障害 75 315 3114 l∞ 19 0172 
言語障害 29 414 1 52 l∞ 62 01∞ 
難聴 36 5 51 5 49 l∞ 56 011∞ 
肢体不自由 95 013 012 l∞ 410 56 
言翻 46 818 0138 l∞ 44 o 1∞ 
















項目 卜 -rー トァー十一「←寸一
一 i県市 i県市 l県市 i県市
11.原員輸切こ通級制 1 0 1 0 111 2 1121 5 1 7 1 1 
12.原酒咽甘に通級制でなも 16 1 3 1 91 1 1 7 1 1 1 5!2
1通級制と固定制の両方の方式カある 1131 2 1 8 1 2 13 1 1 1 2 1 1 
4糊通級制あり 110 1 2 1151 4 1211 6 1 8 1 3 
5.自校内i量級制あり 110 1 2 1121 3 171 3 1 6 1 1 























情緒樟 難聴学 害言語学級障 糊学|害学級 級 級
項目
県市 県市 県市 県市
通級児童生徒の学籍は普通学級にある 81 1 41 1 151 4 31 1 
i量級児童生徒の学籍は特殊学級にある 3 131 2 81 1 21 2 
学司書は普通学級と特殊学級両方にある 21-
その他 2 1 1 
不明 31 1 21- 2 









る。 S4， S 6では，言語障害学級が通級制であ
る以外は固定制， S 3では言語障害学級のみが通
級制で，情緒障害学級と難聴学級は通級制と固定
制の両者がある。 S1， S 5は情緒障害学級のみ
は原則的に通級制でないが，その他はS1は原則
的に通級制， S 5は通級制と固定制の両者がある













は原則的に通級制はとらないとしているが， K 5， 
図1 政令市の情緒障害(登校拒否以外)、難聴、
言語障害、弱視学級設置率jJlJ運営
嘗運 S 1 S2 S3 S4 s5 S6 
事 緒情灘聴言語謁視 情緒難穂語書視弱 慨緒暢t言醐弱 情緒難聴語雷弱視 情持鍛磁言醐弱 情緒難磁言量視弱
。ムム Aム × O O 
2 ・ × • 3. • 6x t:Dx 4. Aムム -ムムx ムxx O ぷコ× O 5 Aムム .6ム ム ムO
6 × 














K5 IK28 IKII 1 K8 IKI 判K23 1 K2 
2 ・，66 ・ムムxl66 1.66xIOx6 Ixxxx ・
31 6 
B 未 A未未 未来
軸引17 1 8 1 0 1 3 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 
選 匿旋調+i畠級制併用
営
K22 .0c間1・8合同お・来21企a δ花4未 K29 IK21 1 K3 1 K6 6 2166 1. 61. 16 16 16ぷコx10x 
3 ム 語liム O4 1 6 1 6 1 xO 16 6 δo IOx6 ム 6 1 6u IOx6 
未 未 来
運営|ト 醐制+臨酬用
KI6 IKIO IK27 1 K4 !K13 IKI8 IK30 
~ IOX6x I Ox ゐO× O O O O × × A AムX
31 10 x 16 
41 x6xl Oxl OxlOxOxl666x 
51 x6xl OxlO Oxl6 
61 x 16 6 
7 
81 16未 o 1066未・ム6x
輔印 1135015o 161 1 0ω129 361 0 15611四1Z4125
運 匿淀制+遇級棋院井周
営
KI IK33 IK25 IK31 IKI7 IK20 IK32 
3 ・Aムxl 66 企ゐ6α00 コ xxム A 41 6 1 66 1 60 Ixx6 ムx6x
5・ Aムムx6X
61 16x6X 
7・6 1~6 1~6 
8 未 X 未 未未
神 5816441 9 151 lお 9s11ω17 1国133121 お10 
遭 遇級制+固定調併用
営
K34 IK26 IKI4 IKI9 IK35 IK15 1 K7 
1 1 66x 1 x 1 66x 1 xO 1 66 1 x6 1 66 
2 
3166 16 6 ・・ Aβ'" 10 
4 l666x 66x xO 1666 1 1 66 
51666x ・66x1 xO 1666 1 1666 
61 6 
7 ・8 未 来 未未来l











































1.たいへん必要 23 3 
2.比車郊号必要 35 12 
3.あまり必要ない 10 36 
4.どちらともいえない 26 31 
5.その他 3 3 
不明 3 15 





必 通 巡 λ明、I要 級 回
*1 制 期j
精神輔税務艇撤 42 81 8113 
情緒障害特殊学級 46 M 14 9 
言語障害特殊学級 70 0 1 15 
難聴学級 36 7 12 17 
漏電虚弱学級 10 52 39 12 
弱視学級 1 76 U 8 












































銃舛過級では様車時間地鳴級時間にとられる 161 3 181 5 171 6 
続外通級では過級持に続出付き添いカゆ要になる 16 J 1 13 J 1 13 J 1 
自技内通級で刷E防御埼京区外になることカ柳、 51 0 31 1 51 1 
特殊学織と普通学松田二重篤がt.いと対応不十分 31 1 41 3 51 3 
そ自他 31 2 31 1 51 0 












































聾学校の協力を得て、灘徳学級品段置・運営を行いたい 51 5 
l校田中に離聴学級と富語障害学級守4昔に般置Lたい 141 9 


































































1ヶJlIU.上6ヶ月未満也λ説兜治情叡である 31 2 
6'r月末構白人民児カ制象である 91 3 
H月未満申入院兜には仮入学として、学請は普通学績で対応する場合あり 31 1 
入院軍澗に腐わらず、軍軟屯対協を行勺ている 61 1 
市区医首オ四方針によるので、決めていない 51 0 
そ申他 41 1 




原路校目書院特書を使勺士指導を行っている 11 3 
原節枝也鎖措でなく、特殊学級設置校の教科書を使った指噂を行っている 51 1 
市区町村目方針による日で、決めてい屯い 5)-
その他 51 0 
不明 91 3 
多いものの，入院期間に関わらず，柔軟な対応を 3県1市にみられ，弾力的な対応が進んでいる状
















(j) 1 <il 1@1~ 不明 全体
敏室登備など精欄申理掠均等専にくい 19125 15110 3115 151 2 
短維持期で入践きるで、だ見け申直生安徒定骨児童転生出徒入数がを姐確げ保しでく宇き誠屯い司許
お回 ηs 6133 241 6 
申で宇告校ないで砲はで定指数噂申で側喜な保いから制ヰ別に敏簡を確保
22150 521 4 5122 141 3 
内生徒申を特書割問障を得噂に〈すいこと問、て、加盟
121- 31- 1 8 41 1 
短期入院児由教育田必要性について、医療・敏育
卦腎母+づ予な告書カ<t.~ 、 13113 71 41 5 10 1 5 
普通学級とE車内宇緑町二重持制度会味現目立である 17 131 151- 1 13 * 調ド
そ也他 10119 71 2 ) 1 8 21 1 































1.大きな問題である 幻 48 
2.上t穀的問E重である 35 31 
3.少し問題である M 17 
4.全く問題でない 6 2 
不明 2 2 







学校に専任のカウンセラーをおく 261 4 ぉω
必要に応じて、巡回カウンセラーを戦史に派遣する *彬 51140 
学校に登校拒否兜の特殊学級を霊備する 51 2 15119 
保健室の機能を充実させ、きめ細かな対協を行う 17 1 2 371~ 
個~I酌なわかる授業を研究導入する 191 1 53152 
価耳1)1旨導の教師を配置する 6 J 1 31あ
普通学級I学級町定員を減らす 3 J 0 18116 
大規績校を減らす 4 1 0 315 
その他 61 3 10 1 9 



























県 市 県 市
未設置。今後も設置の予定はない 19 2120 
未設置。設置を検討中である 412 412 
既設邑今後地えることが予想される 。 1 1 1 




その他・不明 212 1 2 





































都 政 ~t. 市区(%) 九
道 令 海 州「ー
府 市道 関 中近 中四 全
項目 県 数東 東 部畿 国国 沖体
数 ~t 縄
公 たいへん必要 1 0 181 8 15113 6113 12112 
立
幼 上回妨包必要 。幻 15 16 35 43 17128 23 
稚
園 あまり必要ない 14 4128 48 幻 36 幻 39 28 幻
の 「→
特 どちらともいえない 12 0122 23 28 13118 31 29 23 
殊
学 その他 61 2 
級
不明 21 1 516 413 6 1- 315 







F四日一一「ーー ーー 国 通 巡 不 国 通 巡 不
幼 高 定 級 回 明 定 級 回 明
*1 *2 制 術j制 制 制 制
精神薄弱特殊学級 78 70 59 31 5110 70 20 13 
情緒障害特殊学級 70 61 45 45 517 53 39 1 113 
言語偉害特殊学級 56 26 n 65 917 35 56 619 
難聴学級 17 幻 15 79 91-36 58 318 
病弱虚弱学級 8幻 40 3 13 13 54 31 3111 
弱視学級 5120 30 70 35 50 4112 




























都政 ~t 市区(%) 九
道令 海 州「一
府市 道関 中近 中四 且ハ、
項目 県数 東東 部畿 国国 沖体
数 ~t 縄
公 たいへん必要 。 61 8 12117 919 12110 
立
高校 崎郊切要 2 o I7 17 1 1 1 21 
の あまり必要ない 13 6145139153131 
特
殊 どちらともいえない 13 0136129121お
学
級 その他 5 。一一 一





































































































Key Words (キー ・ワー ド)
special class (特殊学級)， pa件timespecial class (通級制特殊学級)， full-time spe-
cial class (固定制特殊学級)， itinerant teacher (巡回教師)， special class in hospital (院
内学級)
野村:特殊学級設置・運営の現代化に関する研究
A Study of the Modernization of Establishment and Organization of 
Special Classes in Schools 
Midori Nomura 
Tokyo Metropolitan College of Allied Medical Sciences 
Comp陀hensiveU:γban Studies， No. 43，1991 pp. 107-123 
123 
1 surveyed the actual conditions of al sorts of special classes in ]apan's 47 prefecutures in 1989 and 1990目 The
chairmen of the prefectural education committees were asked to report on the requirements for establishing special 
classes， their numbers and details of management. My purpose was to study the establishment and management of spe. 
cial classes flexible enough for children with special educational needs 
Special classes have been set up in about half of public elementary and junior high schools nationwide， but there 
are stil some cities that have none， while others have them in every school. The metropolitan and prefectural govern 
ments intend to entrust the establishment of further special classes to the individual wards， cities towns and villages. 
Among them， capital cities， wards and cities are determined to increase the number of special classes 
There are three types of management systems: full.time special classes， part.time spεcial classes， and classes with 
itinerant teachers. Measures and management differ greatly from district to district. Most of the hearing impaired and 
the speech disordered are provided with part.time special classes， but some voice their desire for classes with an 
itinerant teacher， because of the short class time， the need for an escort and the long hours spent on escorting. Most 
cities and wards have not resolved the question of part・timespecial classes versus classes with an itinerant teacher 
With no stable number of pupils and a lack teachers to cover the ful middle school curriculum， hospitals also 
have problems keeping their special classes going. If children are hospitalized for only a short time， close cooperation 
between school and hospital is crucial. 
Most cities and wards appreciate some children's refusal to attend school and are examining the problem in 
search for countermeasures in the areas of learning and living as well. Cunselling systems， health inspection rooms 
and individual teaching are being considered among other comprehensive measures. 
Many cities and wards pointing out the need for special classes in kindergartens and high schools， are actually 
concerned with establishing a total education system for the handicapped from kindergarden through high school 
